
 

 

 

民鉄協ニュース２４－№４             平成２４年５月２４日 

 

鉄道係員に対する暴力行為の件数・発生状況について 

（平成２３年度／大手民鉄１６社） 
 

 

日本民営鉄道協会では、大手民鉄１６社（東武、西武、京成、京王、小田急、    

東急、京急、東京メトロ、相鉄、名鉄、近鉄、南海、京阪、阪急、阪神、西鉄）に

おける平成２３年度（平成２３年４月～平成２４年３月）に発生した駅員や乗務員

等の鉄道係員に対する暴力行為の件数について集計を行いました。 

暴力行為の発生件数は２２９件（上期１０７件、下期１２２件）と、２０年度   

より４年連続での２００件越えとなり、高い水準での推移となっています。 

暴力行為が発生する状況としては、酩酊されたお客様に近づいた時や理由なく突

然に行われるケースが多く、時間帯については、深夜に発生することが多い傾向に

あります。また、加害者年齢は幅広い年代に分布しています。 

犯罪である暴力行為をなくし、安全で快適な鉄道を維持するため、引き続き啓発

ポスターの掲出などを実施してまいります。 

（ご参考）以下の項目の集計結果を別紙にて紹介しています 
１．発生曜日 ２．発生時間帯 ３．発生場所 ４．発生契機 

５．加害者年齢 ６．加害者の飲酒の有無 ７．具体的事例  
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別紙 
鉄道係員に対する暴力行為の発生状況別件数・具体的事例等（詳細） 
 

１．曜日別 発生件数 

 
 

 

２．時間帯別 発生件数 

 
 



３．主な場所別 発生件数 

 

       ２３年度               ２２年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ２１年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．主な契機別 発生件数 

 

       ２３年度               ２２年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ２１年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．加害者年齢 

 

       ２３年度               ２２年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ２１年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．加害者の飲酒状況 

 

      ２３年度               ２２年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ２１年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．具体的事例 

【事例１】 

曜日 火曜日 時間帯 日中（９時～１７時） 場所 改札 

契機 迷惑行為を注意して 年齢 ４０歳代 飲酒 なし 

 

 自動改札機に乗車券を入れたふりをして出場したお客さまを追いかけて事情を伺おうと

したところ、暴行を受け負傷した。 

（全治５日） 

【事例２】 

曜日 土曜日 時間帯 深夜（２２時～終電） 場所 ホーム 

契機 けんかの仲裁 年齢 ３０歳代 飲酒 あり 

 

 ３０代と４０代のお客さまがつかみ合いの喧嘩になりそうだったため、仲裁に入ったと

ころ、３０代のお客さまに振り回されたあと、ホーム上で馬乗りされた際に左肘を強打し、

その後右膝を蹴られ負傷した。 

            （全治７日） 

【事例３】 

曜日 木曜日 時間帯 深夜（２２時～終電） 場所 ホーム 

契機 理由なく突然に 年齢 ２０歳代 飲酒 あり 

 

特急券を見せずに乗車しようとしたお客さまに、特急券の提示を求めたところ、突然、

左顎を殴打された。そのため降車を求めると、更に左足付け根部分を蹴られ負傷した。         

（全治５日） 

【事例４】 

曜日 月曜日 時間帯 夜（１７時～２２時） 場所 改札 

契機 理由なく突然に 年齢 不明 飲酒 あり 

 

自動改札の使い方がわからず困っているように見えたので、お客さまのそばに行き、声

をかけたところ、突然殴られて負傷した。 

 

 

 

 

 

 



【事例５】 

曜日 火曜日 時間帯 日中（９時～１７時） 場所 改札 

契機 理由なく突然に 年齢 ７０歳代 飲酒 あり 

 

 お客さまから切符の買い方を尋ねられたので説明をし、購入していただいた後にお客 

さまが有人改札口から入場しようとしたため、自動改札機の利用を案内したところ、突然

左頬を殴られた。                          (全治３日) 

【事例６】 

曜日 火曜日 時間帯 朝（始発～９時） 場所 ホーム 

契機 酩酊者に近づいて 年齢 ４０歳代 飲酒 あり 

 

ホームで安全確認中、ホームに横たわるお客さまを見かけたため、ベンチに案内して 

座っていただいたところ、立ち上がりざまに髪を掴まれ、膝で顔面を蹴られた。 

(全治１ヶ月）              

【事例７】 

曜日 日曜日 時間帯 夜（１７時～２２時） 場所 改札 

契機 理由なく突然に 年齢 ５０歳代 飲酒 あり 

 

お客さま対応中、別のお客さまから話しかけられたため、「しばらくお待ちください。」

とお断りをして先のお客さま対応を継続したところ、後から来たお客さまに顔面を殴打 

された。                              （全治１４日）                                                 

【事例８】 

曜日 土曜日 時間帯 深夜（２２時～終電） 場所 改札 

契機 迷惑行為を注意して 年齢 ３０歳代 飲酒 あり 

 

自動改札機を蹴っているお客さまを注意したところ、突然掴みかかられた。また、その

仲裁に入った係員は左頬を殴打された。            （全治７日・１４日） 

 

以  上 

 

 


